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自身の目的：事業所を代表して参加していることを忘れず 

         地域への貢献に努めたい 

 

仕事の内容：町内会長との情報交換 

         ・各役員との連携 

         ・役員会議への参加 

         ・回覧等の配布 

         ・町内会活動の参加（七夕祭り・子ども神輿等） 

 

今後目指すこと：町内の方々と交流を深め、事業所への信頼を 

            得て、安心できる町内会にしたい。 

 

 

 

町内会事務局長を経験して 



役員として町内行事への参加 
～四季折々、この地で暮らす人たちとともに～ 

七夕まつり 

ゴミ拾い 

こども神輿・お餅つきにはスタッフもお手伝いに参加 



自身の目的：事業所で暮らす人たちちはもちろん、 

          事業所周辺の地区を守りたい 
 

仕事の内容：事業所周辺にて火災予防啓発活動 

         ・歳末警戒パトロール 

         ・出初式に参加 

         ・年一回消防訓練大会 

        （各地区の消防団が訓練の成果を競う大会） 

         ・応急手当普及員の資格取得 

         ・研修会への参加 
 

今後目指すこと：地域、子供達へ向けて救命救急や防火に 

            ついて伝える機会を作りたい。 

 

 

 

自衛消防団員の経験から 



自衛消防団員として活動 

消防訓練大会 
 
頑張るぞ！！ 

＊行方不明になった地域の人の 
  捜索協力も。 



①経験した事が無い事への挑戦に、戸惑いや不安があった。 

 しかし、町内会長からの一言で勇気が湧いて「やってみよう」と 

 思った。人の言葉は重く、有難いものだと実感しました。 

 

➁事業所の活動をお知らせをする等々、事業所と町内会との 

 パイプ役になることが出来たと思います。 

 

⓷町内住民及び事業所で暮らす一人ひとりの安心・安全な生活を 

 護れるように、消防団活動を通して学び、事業所からも発信した 

 いと思います。 

経験して思う事 



大人も、子供も一緒に 
安心・安全なまちをつくりたい。 
 
グループホームを 
町のやさしいつながりスポットに。 




